
































































































































































































































































































































































































































































































36）当時州政府の司法長官だったアー サー ・ライラー ArthurRylahで、ライラー 自身はアー カイプズ部門の
独立とこれによる政府記録の包括的な管理に賛同していた。[Russel,2003,p.84]による。
37)ThePublicRecordsAdvisoryCommitteeoftheLibraryCouncilofVictorialRussel,2003,p､901.
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ろう。もちろん、その背景にナンをはじめとする関係者の努力があったことが見過ごされてはな
らないが、オーストラリアの歴史を証しだてるものとして、ではなく、政府それ自体の活動を証
しだてるものとして政府記録が見られるようになったということが重要だと思われる。
こうして70年代初頭より法制化の具体的な活動が始まり、1972年の初頭には州議会の下院に
法案が提出されることとなった。議会でも公文書の定義について、公文書管理官の権限の大き
さについて、さまざまな異論がIIIされた銘)が、それらを受けて条文の修正を重ねていく過程で、
これまでとは異なるところから法制化への抵抗がなされた。これが古い手稿や廃棄された公文書
も商う古書店主からのものである。これについて最後に見ておきたい。
5私有された公文書の買収問題
下院に提出されてから法案に向けられた疑義は、すでにアーカイプズ部門を分離する議論の中
で問われてきたものだった。すなわち、記録を作成する原課の権限とアーカイプズ管理を担当す
る機関の権限との配分をどのあたりに調整するか。これが基本問題だったと考えられる。そこか
ら、そもそも法によって管理を定める「公文書」とは何かに関する定義についての議論、公文書
管理担当者が原課の記録管理に「介入」する権限をどこまで認めるかについての議論、公文書管
理を州政府首相の直属の機関に担当させるとして、その日常的な運用を管理する審議会のメンバ
ー構成をどうするかについての議論、いずれもが、原課の権限とアーカイブズ管理機関の権限の
配分をめく．り、その管理権、発言権などにわたって議論されたといってよい。
しかし、議会の議論において法案が修正を重ねられ、いよいよ法案の成立も間近という段階に
なって、法案が、過去に作成され、すでに民間の手に渡っている政府記録にも効力を及ぼそうと
していることについて、手稿類も含めこうした古い時代の政府記録を扱っている古書店主から反
対の声が挙がった。例えば1971年版の草稿について、ラッセルは次のようにまとめている。
公文書が純粋な私的所有のもとにある場合には、公文書管理官が執務室判事鋼)に対し、そ
れらの文書が公文書であることを宣言するよう申請すべきであると、単純に定めている。
その宣言を踏まえ、購入価格をもとにした補償によって支払われ、あるいは、他のすべて
がうまくいかなかった場合、公文書管理官はその複製の作成を求めることができるとして
いる。この草稿では、補償額がどのように決められるのかについて触れられていないし、
公文書売り渡しの申し出があったさい公文書管理官がどのようにそれに関与するのかにつ
いての手順も定められていない40)。
このとおりの定めだったとすれば、たしかに公文書管理官の公文書指定に対して窓意的な判断
が下されるかもしれないという危‘|具が抱かれてもおかしくはないだろう。政府記録が政府の活動
を証しだてるためには、活動の継続性に見合った記録の継続性が必要とされる。この観点に立て
38)Russel,2003,p.94.
39)Judgeinchambers.訴訟にまでいたらない事案を扱う判事のこと。
40)ibid.
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ぱ法が施行される以前の時代の記録に対しても法の効力が及ぶべきだとする立場にも一理あると
いわなければならない41)。また、その後の1972年版にも次のような条文が見られる。
人が、その公務員pubicofficerとしての業務上以外の理由で永年保存に値する公文書を所
蔵している場合には、公文書管理官は、その人に対し、(a)その記録を公文書館に引き渡
すよう文書によって求めることができる42)。
これもまた、民間に流出している政府記録を過去にさかのぼって捕捉しようという意図をうか
がわせる定めといえる。その下位条項によれば、こうした記録は所有者の死によってその時点で
の記録の市場価格を上限として公文書管理官がその所有にかかる公文書を取得することができる
としているのである。
1973年の初頭、古書店主のケネス．ヒンス43)はこの問題に関して政府関係者と面会して次の
ように述べている“)。
私たちのような書店がここ数世紀にわたって書物や文書や記録を取り扱ってきたのはもは
や伝統的なことだ。……提案されている法案が成立すれば、私の正当な仕事から文書資料
の大きな部分が取り上げられてしまい、オーストラリアではすでに困難に直面している名
誉と伝統のある仕事を耐えがたい苦境に陥れることとなるだろう。
要望の焦点は、すでに市場に出まわっている過去の政府記録に対する現在の所有者の権利の保
護にあった。場合によっては公文書管理官による買収に応じることもやむなしとしながら、買収
に当たっては現所有者が十分な保証によって報いられるようにという要望が出された。また、突
然の差し押さえといったような事態を避けるため、買収にはあらかじめ一定の告知期間が設けら
れるようにとの要望も出された。これらのいずれも、すでに市場として成立している古書・古記
録売買の慣習をできるだけ穀損しないかたちでの法制化を求めたものであったといってよいだろ
う。
他にも古書を扱う書店主からの働きかけがいくつか行なわれ、法案の最終版では次のように定
められることとなった。すなわち、公文書の民間からの買収に当たっては内閣の同意を必要とす
ること、買収までに一定期間(1週間ほど）の猶予をおくこと、買収合意書に買収価格を明記し、
その価格で引き取ること、などである。また希少性の高い記録については現物を買収せず複製を
つくる権利が公文書管理官に与えられ、一方で所有者の権利を守るため、複製された当該記録を
一般公開することに制限が設けられることとなった。
こうした経緯を経て、公文書管理法は翌1973年に成立することとなる。成立直前の議会では
41)政府の公的記録と呼ぶべきものが当時の政府関係者によって私蔵されているという事態は日本において
も見られる。この意味でこの問題は決して他人事ではないと考えなければならないだろう。
42)ibid.
43)KennethHince、この書店はヒンスの娘であるバー バラによって今も営業が続けられている。【http:"
wwwhincebooks.com.au/】
44)ibid.,p.95.
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ヴィクトリア王立歴史協会RoyalHistoricalSocietyofVictoriaから送られた法案支持の書簡も
披露された。書簡には次のように書かれている。
王立歴史協会の理事会は2月27日の会議において公文書法案に原則として賛成を決定した。
……協会はl909年の設立以来ヴィクトリアにおける多くの歴史的文書の保管者となってき
た。これらのうちのいくらかは州のアーカイブズに帰属するのが正当であり、すべての公
文書がひとつの保管庫に悩かれるのが歴史家や研究者や公共にとって最も有益であると信
ずるがゆえに、協会は自らの所蔵するこれらの文書を速やかに寄贈することを決定した45)。
こうした後押しもあり、法案は1973年4月5日に下院を通過し、4月11には上院で可決され、
ようやく法案Billから法律Actとなった46)。
おわりに
ここまで、1955年に上級アーキビストとしてハリー・ナンが公共図書館に着任してから1973
年に公文書管理法が成立するまでの経緯を、彼の活動を軸にしながら見てきた。実際にはここに
まとめたよりもはるかに多くの関係者が、より多岐にわたる議論を公文書管理法成立向けた20
年間にわたるアリーナで展開している。それを逐一確認することは本稿ではかなわなかったが、
それでも、ここでの検討によって公文書館の問題、とりわけ政府記録の管理において争点となる
問題のいくつかは明らかにできたと思われる。
まずひとつは政府内部の問題である47)｡政府の作成する記録を適切に管理するという場合、記
録の作成が行なわれているいわゆる「原課」と記録管理それ自体を担当する部署との間で、必ず
といっていいほど権限の綱引きが行なわれる。これをどのようにして法によって調停するかが、
まず重要な問題となる。この点に関しては、原課における現用段階から記録管理を包括的に扱う
ためのルール作りが重要になるといっていいだろう。
次に記録管理機関それ自体に関する問題である。特に古い記録を歴史的な記念碑として、ある
いはその一部をとりだして「稀槻本」として扱うということは、今回みたヴィクトリア州に限ら
ず時々あることと思われるが、これをあくまで組織の活動記録として組織編成に即した保存管理
が重要だといえる。記録が残されていても稀襯本のような扱いでは組織活動を十分に反映したも
のとはならない。その一方で、原課における記録管理が適切になされていなければ、アーカイブ
ズ機関に移管されてきても、それをもとに組織活動を再現することは不可能である。記録管理は、
原課から引き渡しを受けたものを、どのように保存管理するかだけでなく、原課における記録の
作成や保存がどのようになされるべきかというところまでカバーして初めて十全な体制を整える
ことができるといえる。
最後に、政府外部に流出した政府記録の扱いの問題がある。これはまだ日本ではそれほど重視
45)ibid.,p.96.
46)ibid.,pp.97.
47）これについては｛藤吉.2010alでも検討した。
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されているとは思われないが、これに本格的に取り組もうとすれば、5節で見たような問題が生
じるのは必然と予想される48)。
ヴィクトリア州におけるVERS49)の開発をはじめとしてオーストラリアは記録管理の先進地
といわれる。そしてこれに対してオーストラリア、あるいはアメリカで記録が大切にされるのは、
歴史が浅く歴史への希求が強いからだという説明も時に聞かれる。しかしここで見たように、ひ
とまずハリー．ナンが法制化に努力を傾けた時代だけをとりだして検討しても、そこで考えられ
ている記録管理の重要性は単に歴史への希求というロマンチックなものというよりも、政府の活
動の軌跡をきちんと記録を残すことによって伝えていこう、伝えることによって後世の検証を受
けようという意志であったと見るのがふさわしい。そしてこれは政府活動に限ったことではなく、
組織（法人と言いかえてもよい）の活動を、その意思決定の過程まで含めて記録によって保存し、
後世のために生かせるようにしようという意志が背景として存在し、それが政府活動というパブ
リックな組織に対して働いたと見ることができるのではないかと思われる。
以上のような論点は、MLA連携がいわれる現在にあっても有効だし、ここでいう連携が決し
てなしくずしの融合ではないということをも示していると思われる。この意味で、アーカイプズ
機関の設立に尽力したこの時期のハリー．ナンの活動は今なお示唆に富むものである。
1973年に制定された公文書管理法、それに基づいて設置された公文書館釦)、これら活躍の本
格的な基盤を手にしたナンが、志を同じくする関係者と共に州政府の記録管理の整備に向けてこ
の先どのような活動をしていくことになるかについては別稿を期したい。
48）原課が廃棄したものをアーカイブズ機関担当者が拾得して保存の措置をとると、それは場合によっては
不正取得と見なされたり、あるいはそうやって保存した記録そのものの真正性が否定されたりすることも
あるという話を筆者も耳にしたことがある。
49)VictorianElectornicRecordStrategy.記録作成が電子ベー スになっている現状を踏まえPROV:Public
RecordOfficeVictoriaが策定した電子記録管理のための指針。これについては｛藤吉.2N61を参照された
い。
50）メルボルン市街地から車でlO分ほどのノー スメルボルンに位置する。VAC:VictorianAI℃hivesCenter
とも呼ばれる。
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